
 

この度、日本学術振興会「頭脳循環プログラム」は、名称を改め、「国際的な活躍が期待できる研究者

の育成事業」としてスタートしました。 

今回の個別セミナーでは、「国際的な活躍が期待できる研究者の育成事業」担当研究者である北村昌

史氏（大阪市立大学）に、ご報告いただきます。 

北村氏のご報告では、ナチス政権から逃れるため日本に亡命したブルーノ・タウトが、1936年にイスタ

ンブルへ移住し、1938年に没するまでの間の建築家としての活動について、北村氏のイスタンブル出張

での調査成果報告を含めて論じていただきます。 

近現代ドイツ社会史・都市史・建築史に関心のある皆さまのふるってのご参加をお待ちしています。 
 

 
（タウトの自宅（写真中央部オレンジ色の屋根）、ボスポラス海峡の船上より報告者撮影） 

 

 

 

連絡・問い合わせ先 
国際的な活躍が期待できる研究者の育成事業「周縁的社会集団と近代」事務局 

佐賀 朝（UCRC 所長・文学研究科教授）  E-mail：CYI03126@nifty.ne.jp


